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平成23年度（１期） 入学試験問題（第２日）

国語総合・現代文
（時間 ６０分　　配点 １５０点）

【１】試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。

【２】受験票、解答用紙及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、

速やかに監督者に知らせなさい。

【３】この問題冊子は、本文が22ページあります。

【３】問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等がある

場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。

【４】机上には受験票・筆記用具及び時計以外は置いてはいけません。

【５】監督者の指示があるまで退室はできません。

【６】試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

【７】解答用紙はコンピュータで直接読み取るので、特に次の点に留意しなさい。

【３】①記入にはＨＢ（0.5㎜）のシャープペンシルを使用しなさい。

【３】②解答用紙の 記入例 を参照して丁寧に記入しなさい。乱雑に記入したものは不利になります。

【３】③折り曲げたり、汚したりしてはいけません。

【３】④解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしてはいけません。

【３】 （問題冊子には書き込んでもよい。）

【３】⑤誤って記入した場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。

【３】⑥解答が一桁の場合には右詰めで記入しなさい。（次の例を参照しなさい。）

【３】 ［例］解答番号�の解答が４である場合

【３】 ［例］解答番号�の解答が12である場合

これらは７と判断する恐れが
あるので特に注意しなさい。

解答番号 

解答欄 
1 2

左側をあける 



平
成
二
十
三
年
度
　
入
学
試
験
問
題
　
第
二
日

国
語
総
合
・
現
代
文

一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
（
問
一
〜
問
六
）
に
答
え
よ
。

「
技
術
革
新
な
く
し
て
経
済
成
長
な
し
」
と
い
う
命
題
は
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
真
で
あ
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、
ア
二
一

世
紀
の
技
術
革
新
の
座
標
軸
は
、
二
〇
世
紀
の
そ
れ
と
比
べ
て
大
き
く
様
変
わ
り
を
遂
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
は
「
よ
り
速

く
」、「
よ
り
強
く
」、「
よ
り
大
き
く
」、「
よ
り
高
く
」
を
目
指
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
は
「
低
燃
費
」、「
低
炭
素
化
」、

「
廃
棄
物
最
少
化
」、「
再
生
可
能
」
な
ど
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
二
一
世
紀
の
先
進
諸
国
の
経
済
成
長
の
バ
ネ
仕
掛
け
と
な

る
技
術
革
新
の
ほ
と
ん
ど
が
、
環
境
保
全
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
の
ほ
と
ん
ど
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
環
境

を
破
壊
ま
た
は
汚
染
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
二
〇
世
紀
型
産
業
文
明
の
も
と
で
破
壊
さ
れ
汚
染
さ
れ
た
環
境

を
浄
化
し
、
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
を
緩
和
し
、
そ
れ
ら
へ
の
適
応
を
図
る
こ
と
が
、
二
一
世
紀
の
科
学
技
術
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
な

の
で
あ
る
。

二
一
世
紀
に
期
待
さ
れ
る
革
新
的
技
術
開
発
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
て
お
こ
う
。
太
陽
電
池
の
効
率
向
上
、
電
気
自
動
車
に
用
い
ら
れ
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
充
電
容
量
の
増
加
と
低
価
格
化
、
セ
ル
ロ
ー
ス
系
バ
イ
オ
マ
ス
（
廃
材
、
間
伐
材
、
わ
ら
等
）
か
ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を

製
造
す
る
技
術
、
火
力
発
電
所
の
排
煙
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
を
分
離
・
回
収
し
、
地
下
の
帯
水
層
に
貯
留
す
る
技
術
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
に
、
何
ら
か
の
「
願
望
」
の
充
足
、「
不
足
」
の
克
服
、
そ
し
て
「
制
約
」
の
打
破
が
、
技
術
革
新
の
駆
動
力
と
な
る
。
二
〇
世
紀
の
技

術
革
新
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
人
間
の
願
望
を
満
た
す
こ
と
を
狙ね

ら

い
と
し
て
い
た
。
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「
速
く
移
動
し
た
い
」
と
の
願
望
を
満
た
し
て
く
れ
た
の
が
自
動
車
、
飛
行
機
、
高
速
鉄
道
な
ど
で
あ
る
。「
情
報
伝
達
を
高
速
化
し
た
い
」

と
の
願
望
を
満
た
し
て
く
れ
た
の
が
、
電
話
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
、
通
信
衛
星
な
ど
で
あ
る
。「
伝
染
病
を
撲
滅
し
た

い
」
と
の
願
望
を
満
た
し
て
く
れ
た
の
が
、
抗
生
物
質
を
は
じ
め
と
す
る
薬
品
で
あ
る
。「
家
事
労
働
を
軽
減
し
た
い
」
と
の
願
望
を
満
た
し
て

く
れ
た
の
が
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
で
あ
る
。「
暑
さ
寒
さ
を
し
の
ぎ
た
い
」
と
の
願
望
を
満
た
し

て
く
れ
た
の
が
エ
ア
コ
ン
で
あ
る
。
こ
う
し
て
電
力
需
要
が
限
り
な
く
急
増
し
た
の
だ
が
、
電
力
の
「
不
足
」
に
応こ

た

え
て
く
れ
た
の
が
、
火
力
発

電
、
原
子
力
発
電
で
あ
る
。

人
間
の
願
望
の
充
足
と
不
足
の
解
消
は
、
二
〇
世
紀
中
の
技
術
革
新
に
よ
り
、
あ
ら
か
た
達
成
さ
れ
た
。
二
一
世
紀
に
残
さ
れ
た
願
望
、
不
足
、

制
約
に
は
、
い
か
な
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
不
老
長
寿
へ
の
尽
き
せ
ぬ
願
い
」
が
未い

ま

だ
満
た
さ
れ
ぬ
「
願
望
」
の
最
た
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
万
能
細
胞
に
よ
る
再
生
医
療
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が
大
き
い
の
は
う
な
ず
け
る
。
石
油
、
希
少
金
属
（
レ
ア
メ
タ
ル
）、
食
料
、（
新
興
国
の
）

電
力
な
ど
の
「
不
足
」
が
懸
念
さ
れ
る
。
環
境
制
約
へ
の
挑
戦
、
と
り
わ
け
気
候
変
動
の
緩
和
と
そ
れ
へ
の
適
応
が
人
類
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

と
目
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
バ
イ
オ
燃
料
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
代
替
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
気
候
変
動
に

対
す
る
耐
性
を
有
す
る
よ
う
に
穀
物
を
品
種
改
良
す
る
こ
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
な
ど
が
、
先
に
列
挙
し
た
「
不
足
」
の
克
服
に

資
す
る
方
策
で
あ
る
。

二
一
世
紀
の
人
類
に
課
せ
ら
れ
た
「
制
約
」
は
環
境
制
約
で
あ
る
。
と
り
わ
け
重
い
制
約
は
、
二
〇
世
紀
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
う
べ
き
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
で
あ
る
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、
一
九
九
〇
年
比
、
世
界
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
半
減
し
な
い
限
り
、
二
一
世
紀
末
の
気
温
は

二
℃
以
上
も
上
昇
し
、
異
常
気
象
の
強
度
と
頻
度
が
増
し
、
そ
の
た
び
に
数
万
人
規
模
の
死
者
が
出
る
。
イ
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
と
い
う
「
制
約
」

の
も
と
で
、
経
済
発
展
・
成
長
を
遂
げ
て
ゆ
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

一
九
五
六
年
度
『
経
済
白
書
』
の
中
で
、
後
藤
誉
之
助
経
済
企
画
庁
調
査
課
長
（
当
時
）
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
は
戦
後
復
興

を
バ
ネ
仕
掛
け
に
し
て
日
本
経
済
は
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。
戦
後
復
興
を
成
し
遂
げ
た
今
、
新
た
な
バ
ネ
仕
掛
け
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
装
て
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
技
術
革
新
、
も
う
ひ
と
つ
は
近
代
化
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
」
と
。
様
々
な
経
済
指
標
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に
関
し
て
、
日
本
経
済
が
戦
前
（
一
九
三
七
年
）
水
準
を
回
復
し
た
の
は
一
九
五
五
年
（
敗
戦
の
一
〇
年
後
）
の
こ
と
で
あ
る
。
後
藤
氏
は
「
そ

の
間
の
経
済
発
展
の
バ
ネ
仕
掛
け
と
し
て
働
い
た
の
は
『
戦
後
復
興
』
で
あ
る
」
と
の
認
識
の
も
と
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の
日
本
語
訳
（
後

藤
氏
の
翻
訳
）
で
あ
る
「
技
術
革
新
」
と
、「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
日
本
語
訳
で
あ
る
「
近
代
化
」
の
二
つ
を
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
経
済
の
発
展
・
成
長
の
バ
ネ
仕
掛
け
と
し
て
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
六
年
度
か
ら
七
三
年
度
に
か
け
て
の
実
質
経
済
成
長
率
は
平
均
年
率
九
・
一
％
で
推
移
し
た
。
そ
う
し
た
高
度
成
長
の
バ
ネ
仕
掛
け
と

な
っ
た
の
は
、
確
か
に
、

で
あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
（
原
油
価
格
の
四
倍
高
）
を
契
機
と
し

て
、
技
術
革
新
の
座
標
軸
は
大
い
な
る
変
貌
を
遂
げ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
七
年
に
は
国
連
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会
の
報
告
書
『
我
ら
が
共
通

の
未
来
』（O

ur
C
om
m
on
F
uture

）
が
刊
行
さ
れ
、
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
に
お
い
て
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
が
採
択
さ
れ
て
以
来
、

技
術
革
新
の
座
標
軸
の
変
貌
は
、
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

技
術
革
新
が
経
済
成
長
の
牽
引

け
ん
い
ん

力
と
し
て
働
く
こ
と
は
、
二
一
世
紀
の
今
日
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
「
真
」
で
あ
る
。
実
際
、
一
九
九
七
年

一
二
月
、
京
都
会
議
の
最
終
日
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
プ
リ

（
注
２
）

ウ
ス
を
発
売
し
た
ト
ヨ

（
注
３
）

タ
自
動
車
が
、
今
や
Ｇ
Ｍ

（
注
４
）

を
追
い
抜
き
、
世
界
一
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
新
し
い
技
術
革
新
の
座
標
軸
の
も
と
で
の
技
術
開
発
競
争
の
先
陣
を
切
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
の
車
種
別

売
上
台
数
に
お
い
て
、
プ
リ
ウ
ス
は
数
ヵ
月
連
続
で
一
位
を
占
め
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年
九
月
現
在
）。

私
が
言
い
た
い
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
（
気
候
変
動
緩
和
策
）
は
、
決
し
て
経
済
に
と
っ
て
の
重
荷

で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
制
約
を
打
破
す
る
た
め
の
技
術
革
新
が
エ
コ

（
注
５
）

製
品
を
生
み
出
し
、
そ
の
普
及
が
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
成
長
を
牽

引
す
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
言
え
ば
、
先
進
国
経
済
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
を
牽
引
す
る
の
は
、
環
境
「
制
約
」
の
克
服
に
資
す
る
エ
コ
製
品
の
開

発
・
普
及
を
措お

い
て
他ほ
か

に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
に
襲
来
し
た
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
一
五
年
間
ほ
ど
続
い
た
高
度
成
長
期
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
七
四
年
度
か
ら
九
〇
年
度
ま

で
の
一
六
年
間
を
「
減
速
経
済
期
」
と
私
は
呼
ぶ
の
だ
が
、
こ
の
間
の
実
質
経
済
成
長
率
は
平
均
年
率
四
・
二
％
と
、
高
度
成
長
期
の
そ
れ
の
半

分
以
下
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
で
も
、
ウ
欧
米
先
進
諸
国
の
い
ず
れ
も
が
二
％
台
の
成
長
率
で
推
移
し
た
の
と
比
べ
れ
ば
、
日
本
の
経
済
成
長
率

Ｘ
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（
注
１
）

り
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は
相
対
的
に
は
高
か
っ
た
。
相
対
的
に
高
め
の
成
長
率
を
維
持
で
き
た
の
は
、
自
動
車
や
エ
ア
コ
ン
が
普
及
途
上
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

自
動
車
産
業
ほ
ど
、
産
業

（
注
６
）

連
関
的
波
及
効
果
の
大
き
い
産
業
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。
鉄
、
非
鉄
金
属
、
様
々
な
石
油
化
学
製
品
、
電
子
部
品

な
ど
の
固
ま
り
で
あ
る
乗
用
車
一
台
の
重
さ
は
一
ト
ン
を
超
え
る
。
自
動
車
販
売
台
数
の
増
加
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
素
材
型
産
業
を
う
る
お

す
。
の
み
な
ら
ず
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
そ
こ
か
し
こ
に
で
き
て
、
石
油
産
業
を
う
る
お
す
の
は
無
論
の
こ
と
、
大
規
模
な
雇
用
を
創
出
す
る
。

加
え
て
、
自
動
車
ロ
ー
ン
を
提
供
す
る
銀
行
、
自
動
車
保
険
を
販
売
す
る
損
害
保
険
会
社
、
大
き
な
駐
車
場
を
備
え
た
小
売
業
者
を
も
う
る
お
す
。

二
〇
世
紀
は
「

」
だ
っ
た
が
、
そ
の
最
後
を
飾
っ
た
の
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
あ
っ
た
。
二
〇
世
紀
の
最
後
の
一
〇

年
か
ら
二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
に
か
け
て
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
、
デ
ジ
カ
メ
、
カ
ー
ナ
ビ
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
製
品
が
相
次
い
で
開
発
・
発
売
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
普
及
率
は
急
勾
配

こ
う
ば
い

で
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
製
品
の
産
業
連
関
的
波
及

効
果
は
、
自
動
車
の
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
小
さ
い
。
一
九
九
一
年
に
平
成
不
況
（
バ
ブ
ル
崩
壊
不
況
）
が
襲
来
し
て
以
来
、
平
均
年
率

に
し
て
一
・
○
％
と
い
う
低
い
成
長
率
に
甘
ん
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
逆
に
、
一
九
九
〇
年
ま
で
、
乗
用
車
の
売
上

台
数
が
急
増
し
続
け
た
こ
と
が
、
四
％
強
の
高
め
の
経
済
成
長
率
を
堅
持
で
き
た
最
大
の
理
由
な
の
で
あ
る
。

（
佐
和
隆
光
著
『
グ
リ
ー
ン
資
本
主
義
―
グ
ロ
ー
バ
ル
「
危
機
」
克
服
の
条
件
』
に
基
づ
く
）

（
注
）
１
　
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
…
…
一
九
七
〇
年
代
に
起
き
た
石
油
危
機
。
先
進
工
業
諸
国
で
経
済
混
乱
が
生
じ
た
。

２
　
プ
リ
ウ
ス
…
…
一
九
九
七
年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
発
売
し
た
自
動
車
。
走
行
時
に
電
気
モ
ー
タ
ー
と
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
低
燃
費
・
低
排
出
ガ
ス
を
実
現
し
て
い
る
。

３
　
ト
ヨ
タ
自
動
車
…
…
愛
知
県
豊
田
市
に
拠
点
を
置
く
自
動
車
メ
ー
カ
ー
。

４
　
Ｇ
Ｍ
…
…
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
デ
ト
ロ
イ
ト
に
拠
点
を
置
く
自
動
車
メ
ー
カ
ー
。

５
　
エ
コ
製
品
…
…
環
境
配
慮
型
の
製
品
。

６
　
産
業
連
関
…
…
産
業
間
の
つ
な
が
り
や
関か

か

わ
り
。

Ｙ
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問
一

傍
線
部
ア
「
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
の
座
標
軸
は
、
二
〇
世
紀
の
そ
れ
と
比
べ
て
大
き
く
様
変
わ
り
を
遂
げ
る
こ
と
だ
ろ
う
」
と
あ
る
が
、

そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
が
経
済
成
長
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
は
環
境
保
全
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の

た
め
に
経
済
の
ゼ
ロ
成
長
を
容
認
す
る
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

２
　
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
の
多
く
が
環
境
保
全
を
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
は
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両
立
を

目
指
す
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

３
　
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
が
環
境
保
全
に
関
わ
る
産
業
文
明
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
は
破
壊
さ
れ

た
産
業
文
明
の
回
復
を
目
指
す
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

４
　
二
〇
世
紀
の
技
術
革
新
が
人
間
の
願
望
を
満
た
す
た
め
に
環
境
を
犠
牲
に
し
て
い
た
の
に
対
し
、
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
は
破
壊
さ
れ
た

環
境
の
保
全
に
関
わ
る
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

問
二

傍
線
部
イ
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
と
い
う
『
制
約
』
の
も
と
で
、
経
済
発
展
・
成
長
を
遂
げ
て
ゆ
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
と
あ
る
が
、

筆
者
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、

１
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
を
削
減
す
る
と
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
を
克
服
し
、
経
済
を
成

長
の
方
向
へ
と
導
く
と
い
い
。

２
　
人
び
と
の
願
望
を
満
た
し
、
資
源
の
不
足
を
克
服
で
き
る
よ
う
な
製
品
を
生
み
出
し
、
世
界
的
な
規
模
で
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
経
済
を

成
長
の
方
向
へ
と
導
く
と
い
い
。

３
　
低
燃
費
、
低
炭
素
化
、
廃
棄
物
最
少
化
、
再
生
可
能
な
ど
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
を
開
発
し
、
そ
れ
を
広
く
一
般
に
行
き
わ
た
ら

せ
る
こ
と
で
、
経
済
を
成
長
の
方
向
へ
と
導
く
と
い
い
。

２

１
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４
　
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
に
則
の
っ
と
り
、
不
要
品
や
廃
棄
物
の
再
利
用
を
促
す
こ
と

で
、
地
球
規
模
で
の
資
源
の
無
駄
を
省
き
、
経
済
を
成
長
の
方
向
へ
と
導
く
と
い
い
。

問
三

空
欄

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、

１
　
戦
後
復
興
と
温
暖
化
対
策

２
　
技
術
革
新
と
戦
後
復
興

３
　
技
術
革
新
と
近
代
化

４
　
温
暖
化
対
策
と
近
代
化

問
四

傍
線
部
ウ
「
欧
米
先
進
諸
国
の
い
ず
れ
も
が
二
％
台
の
成
長
率
で
推
移
し
た
の
と
比
べ
れ
ば
、
日
本
の
経
済
成
長
率
は
相
対
的
に
は
高
か

っ
た
」
と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、

１
　
日
本
に
お
い
て
は
、
欧
米
諸
国
よ
り
も
早
く
自
動
車
や
家
電
な
ど
の
エ
コ
製
品
化
技
術
が
開
発
さ
れ
、
製
品
の
国
際
競
争
力
が
高
ま
っ
た

た
め
。

２
　
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
九
七
年
の
京
都
会
議
を
き
っ
か
け
に
高
額
な
環
境
配
慮
型
製
品
が
売
れ
出
し
、
そ
れ
が
経
済
の
活
性
化
に
結
び

つ
い
た
た
め
。

３
　
日
本
に
お
い
て
は
、
製
造
業
の
み
な
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
ま
で
経
済
的
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
製
品
へ
の
需
要
が
、
欧
米
諸
国
よ
り

も
高
か
っ
た
た
め
。

４ ３

Ｘ
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４
　
日
本
に
お
い
て
は
、
国
内
に
あ
る
原
材
料
を
も
と
に
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
で
大
規
模
な
雇
用
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
消
費
者
の
購
買
意
欲

を
刺
激
し
た
た
め
。

問
五

空
欄

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、

１
　
低
炭
素
化
の
世
紀

２
　
環
境
保
全
の
世
紀

３
　
技
術
革
新
の
世
紀

４
　
産
業
文
明
復
興
の
世
紀

問
六

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
１
〜
６
の
中
か
ら
二
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
順
序
は
問
わ
な
い
。

解
答
番
号
は
、

・

１
　
技
術
革
新
の
駆
動
力
と
な
る
も
の
に
、
願
望
の
充
足
、
不
足
の
克
服
、
制
約
の
打
破
の
三
つ
が
あ
る
が
、
二
〇
世
紀
中
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
願
望
の
充
足
と
制
約
の
打
破
の
二
つ
は
あ
ら
か
た
達
成
さ
れ
た
。

２
　
抗
生
物
質
を
は
じ
め
と
す
る
薬
品
は
病
気
の
克
服
と
い
う
願
望
を
満
た
す
技
術
革
新
で
あ
り
、
電
子
メ
ー
ル
は
早
く
情
報
を
伝
え
た
い
と

い
う
不
足
の
解
消
に
結
び
つ
く
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。

３
　
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
技
術
革
新
の
座
標
軸
は
、
破
壊
・
汚
染
さ
れ
た
環
境
の
回
復
、
地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
の
緩
和
と
そ
れ
ら

へ
の
適
応
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

４
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技
術
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
が
大
き
な
産
業
連
関
的
波
及
効
果
を
生
み
出
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
経
済

は
減
速
経
済
期
に
お
い
て
も
四
％
強
と
い
う
経
済
成
長
率
を
達
成
で
き
た
。

７

６ ５

Ｙ
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５
　
二
一
世
紀
の
技
術
革
新
に
と
っ
て
、
不
老
長
寿
と
い
う
願
望
の
充
足
や
、
気
候
変
動
の
緩
和
と
そ
れ
へ
の
適
応
と
い
う
環
境
制
約
へ
の
挑

戦
が
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

６
　
二
〇
世
紀
中
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
充
電
容
量
増
加
と
低
価
格
化
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
環
境
配
慮
型
自
動
車
の
開
発
が
急

速
に
進
ん
だ
。

二

次
の
文
章
は
、「
冬
眠
」
の
し
く
み
や
効
用
に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
（
問
一
〜
問
七
）
に
答
え
よ
。

冬
眠
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
か
ら
垣か

い

間ま

見み

え
る
生
命
の
世
界
で
は
、
ア
そ
こ
で
働
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
細
胞
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
を
調
整
し

て
独
自
の
時
間
を
作
り
出
し
、
イ
相
対
す
る
二
つ
の
季
節
を
制
御
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
然
界
の
季
節
の
よ
う
に
、
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
連
続
的

に
往
復
す
る
規
則
正
し
い
生
理
的
な
振
動
と
な
っ
て
表
れ
る
。

こ
の
冬
眠
シ
ス
テ
ム
が
作
り
出
す
二
つ
の
時
間
に
は
何
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
季
節
は
、
わ
れ
わ
れ
ヒ
ト
が
常
に
経
験
し
て
い
る
活
動
的
な
時
期
で
あ
る
。

体
は
絶
え
間
な
い
外
界
と
の
や
り
取
り
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
る
。
特
に
、
ヒ
ト
が
生
活
す
る
人
間
社
会
で
は
、
生
存
の
た
め
の

活
動
ば
か
り
か
社
会
的
ス
ト
レ
ス
に
も
曝さ

ら

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
体
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
際
限
な
く
増
え
る
。
こ
の
活
動
時
期

に
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
外
界
の
状
況
を
感
知
し
、
そ
れ
を
処
理
し
て
対
応
す
る
た
め
全
身
の
組
織
や
器
官
は
脳
の
支
配
を
強
く
受
け
、
脳
神
経

系
を
中
心
に
し
た
高
速
の
処
理
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
自
動
車
を
素
早
く
動
作
さ
せ
る
た
め
に
ア
ク
セ
ル
を
常
に
踏
み
込
ん
だ
ま
ま
、
ブ
レ
ー

キ
で
速
度
を
調
節
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
素
早
い
反
応
と
引
き
換
え
に
過
剰
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
。

常
に
三
七
℃
の
高
い
温
度
に
温
め
ら
れ
て
い
る
哺ほ

乳
類る
い

の
体
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
脳
が
す
べ
て
を
支
配
し
て
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
外
界
と
の
対
応
に
消
費
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
体
が
使
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
で
あ
る
Ａ
Ｔ

（
注
１
）

Ｐ
は
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
の
細
胞
が
外
界
に
対
し
て
仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
失
わ
れ
て
い
く
。

こ
の
こ
と
は
、
本
来
も
っ
と
も
重
要
な
は
ず
の
体
の
保
守
を
、
残
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
し
か
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
常
に
高
い
活

動
性
を
保
証
さ
れ
た
哺
乳
類
の
体
で
は
、
働
け
ば
働
く
ほ
ど
そ
れ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
、
そ
の
分
体
の
保
守
は
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま

う
。
ヒ
ト
を
含
む
冬
眠
で
き
な
い
哺
乳
類
は
こ
の
一
つ
の
季
節
し
か
作
り
出
せ
ず
、
宿
命
的
に
消
費
型
の
体
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
目
の
季
節
は
、
ウ
冬
眠
に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
れ
る
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
体
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
は
体
温
は
数
℃
ま
で
下
が
り
、
ま
る
で
仮
死
状
態
と
な
る
。
体
内
で
細
胞
の
働
き
を
支
え
る
す
べ
て
の
化
学
反
応
は
、
通
常
の
五

〇
分
の
一
〜
一
〇
〇
分
の
一
と
い
う
驚
く
べ
き
ス
ロ
ー
ぺ
ー
ス
で
進
行
す
る
の
だ
が
、
細
胞
や
組
織
は
生
命
維
持
に
十
分
な
生
き
生
き
と
し
た
活

動
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
生
命
の
時
間
の
中
で
は
、
心
臓
の
拍
動
も
、
脳
の
情
報
処
理
や
思
考
も
、
全
身
の
細
胞
や
組
織
へ

の
指
令
も
、
そ
れ
ら
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
消
費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
限
り
な
く
一
〇
〇
分
の
一
へ
と
近
づ
く
。

脳
神
経
系
を
介
す
る
素
早
い
反
応
は
鳴
り
を
潜
め
、
そ
の
支
配
へ
の
依
存
度
は
限
り
な
く
低
く
な
る
。
体
は
外
界
と
の
遣や

り
取
り
を
ほ
ぼ
完
全

に
断
ち
、
体
外
へ
の
仕
事
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
体
に
蓄
積
さ
れ
た
あ
り
あ
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
体
内
の

仕
事
に
費
や
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
活
動
時
期
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
体
は
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
、
閉
じ
ら
れ
た
系
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
切
り
替
え
ら
れ
た
体
の
状
態
で
は
、
器
官
は
脳
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
働
き
を
し
な
が
ら
自
立
し
た
最
も

効
率
的
な
生
存
が
可
能
に
な
る
。
外
界
で
は
冬
の
不
毛
の
季
節
が
到
来
し
て
お
り
、
エ
こ
れ
を
難
な
く
生
き
延
び
る
た
め
に
最
適
の
生
命
シ
ス
テ

ム
な
の
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
時
期
の
体
内
で
は
、
血
液
に
信
じ
ら
れ
な
い
程
多
量
の
脂
肪
が
含
ま
れ
て
い
る
し
、
静
脈
に
も
ま
る
で
動
脈
と
見

ま
が
う
よ
う
な
多
量
の
酸
素
を
含
ん
だ
血
液
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
身
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
酸
素
に
満
ち
満
ち
て
い
て
、
不

毛
の
外
界
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

、
冬
眠
中
の
体
で
は
す
べ
て
の
働
き
が
停
止
し
、
低
温
に
苛
ま
れ
な
が
ら
耐
え
に
耐
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

、
閉
じ
ら

れ
た
体
内
で
は
外
部
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
は
極
度
に
抑
え
ら
れ
、
豊
か
な
体
内
環
境
の
も
と
で
各
器
官
は
自
立
性
を
高
め
、
独
自
に
最
適
な
働

Ｂ

Ａ
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き
を
続
け
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
細
胞
は
、
ほ
か
の
細
胞
が
生
む
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
、
長
期
的
な
休
息
の
時
期
に
入
り
、
生
存
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
最
低
限
で
済
む
。
そ
の
分
、
体
の
保
守
に
集
中
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
え
る
体
制
が
整
え
ら
れ
る
。
活
動
時
期
に
疲
弊
し
た
部
位
を
回
復

さ
せ
た
り
、
傷
つ
い
た
部
位
を
修
復
し
た
り
、
寿
命
が
尽
き
か
け
た
細
胞
を
再
生
し
た
り
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
体
を
蘇
ら
せ
る

た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
体
制
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
。

、
致
死
的
な
病
気
か
ら
体
を
護
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
。

、
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
閉
鎖
系
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
冬
眠
中
の
体
は
、
内
部
循
環
型
の
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
り
、

体
内
環
境
を
蘇
ら
せ
、
生
命
維
持
を
可
能
に
し
て
い
る
。

冬
眠
を
制
御
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
体
を
健
康
に
保
つ
た
め
の
こ
の
よ
う
な
調
整
の
仕
方
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
調

整
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
帰
結
さ
れ
、
体
外
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
を
極
力
抑
え
、
内
部
で
使
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
調
整
す
る
の
が
、
冬
眠
を
制
御
す
る
シ
ス
テ
ム
と
考
え
ら
れ
る
。

恒
温
動
物
で
は
、
体
温
低
下
に
よ
っ
て
体
が
受
け
る
恩
恵
は
少
な
く
な
い
。
将
来
、
冬
眠
で
き
る
体
へ
の
調
整
法
が
確
立
さ
れ
冬
眠
能
力
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
や
は
り
、
低
体
温
の
利
用
だ
ろ
う
。
シ
マ
リ
ス
の
よ
う
に
０
℃
近
く
ま
で
体
温
を
下
げ
ら
れ
れ

ば
、
脳
ば
か
り
か
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
の
傷
害
や
炎
症
の
進
行
を
止
め
ら
れ
る
し
、
代
謝
が
極
限
ま
で
下
が
っ
て
い
る
の
で
体
内
に
蓄
え
ら
れ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
な
い
。

そ
の
一
つ
が
、
低
体
温
治
療
で
あ
る
。
脳の

う

梗
塞

こ
う
そ
く

ば
か
り
か
心
筋
梗
塞
や
癌が
ん

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染
症
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
進
行
性
の
病
気
の
治
療
が
一
変
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
脳
梗
塞
も
心
筋
梗
塞
も
血
管
が
塞ふ

さ

が
っ
て
血
液
が
細
胞
に
届
か
な
く
な

る
た
め
、
細
胞
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
り
時
間
と
と
も
に
壊
死

え

し

を
起
こ
す
。
癌
細
胞
は
旺
盛

お
う
せ
い

な
代
謝
を
背
景
に
増
殖
と
転
移
を
繰
り
返
し
、
体

の
正
常
細
胞
を
�

む
し
ば
ん
で
い
く
。
感
染
症
も
、
体
の
高
い
代
謝
に
依
存
し
て
進
行
す
る
こ
と
に
よ
り
拡
大
し
、
体
を
害
す
る
。

も
し
、
ヒ
ト
の
体
を
冬
眠
状
態
に
し
て
０
℃
近
く
ま
で
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
体
の
中
の
変
化
は
超
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像

を
見
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ
て
見
え
る
。
実
際
に
冬
眠
中
の
シ
マ
リ
ス
の
体
で
は
、
代
謝
は
通
常
の
一
％
ほ
ど
の
速
度
で
し
か
動
い
て
い
な

い
の
で
、
代
謝
に
依
存
す
る
病
気
の
進
行
も
少
な
く
と
も
九
九
％
近
く
ま
で
は
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
病
気
の
部
位
が
限
ら
れ
て
い
れ

Ｃ
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ば
、
そ
の
部
位
だ
け
を
よ
り
低
い
温
度
に
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
心
臓
の
拍
動
数
も
わ
ず
か
で
出
血
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
わ
ず
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
た
め
血
流
を
止
め
て
お
け
る
時
間
も
飛
躍
的
に
延
び
、
外
科
的
手
術
で
の
体
へ
の
負
担
や
、
時
間
的
制
約

の
問
題
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
冬
眠
中
の
シ
マ
リ
ス
の
実
験
で
は
、
低
体
温
に
も
か
か
わ
ら
ず
外
科
的
手
術
に
よ
る
傷
口
も

化か

膿の
う

し
な
い
し
、
治
癒
も
早
い
。

さ
ら
に
、
低
体
温
で
は
神
経
の
反
応
性
も
低
下
し
て
低
温
麻
酔
状
態
と
な
る
の
で
、
痛
み
も
著
し
く
抑
制
さ
れ
る
し
、
麻
酔
薬
が
必
要
な
場
合

で
も
わ
ず
か
な
量
で
し
か
も
、
局
部
の
麻
酔
で
済
む
と
考
え
ら
れ
る
。
火
傷

や
け
ど

を
し
た
と
き
に
、
氷
で
冷
や
す
と
痛
み
が
な
く
な
り
、
炎
症
の
拡
大

も
防
げ
る
の
は
低
温
の
効
果
で
あ
る
。
事
故
で
切
断
し
て
し
ま
っ
た
指
を
氷
で
冷
や
し
て
壊
死
を
防
ぎ
、
無
事
に
接
着
で
き
た
例
な
ど
も
あ
る
。

臓
器
移
植
の
た
め
に
体
か
ら
取
り
出
し
た
心
臓
や
肝
臓
、
腎
臓

じ
ん
ぞ
う

な
ど
の
臓
器
を
低
温
で
保
存
す
る
の
も
、
こ
の
細
胞
保
護
効
果
を
利
用
し
た
も
の

だ
。冬

眠
か
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
や
病
気
を
考
え
る
上
で
の
オ
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

体
温
低
下
一
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
ヒ
ト
か
ら
見
れ
ば
立
派
な
低
体
温
症
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
凍
死
に
至
る
致
命
的
な
病
気
で
あ

る
。
そ
れ
が
冬
眠
時
期
に
は
、
病
気
ど
こ
ろ
か
ま
っ
た
く
逆
に
体
を
蘇
ら
せ
る
。

体
温
は
三
七
℃
と
正
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冬
眠
時
期
に
先
行
し
て
血
中
で
は
高
脂
質
や
高
イ
ン
ス
リ
ン
状
態
が
観
察
さ
れ
、
肥
満
と

な
り
、
冬
眠
時
期
に
は
鬱う

つ

状
態
、
食
欲
不
振
、
血
中
の
高
脂
質
や
低
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
と
、
鬱
病
や
代
謝
病
の
顕
著
な
症
状
が
見
ら
れ
る
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
診
察
が
な
さ
れ
た
ら
、
異
常
な
状
態
（
病
気
）
と
判
断
さ
れ
、
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
を
不
思
議
に
思
う
に
違
い

な
い
。
だ
が
、
冬
眠
で
き
る
状
態
に
切
り
替
わ
っ
た
体
で
は
、
こ
の
症
状
は
生
命
を
護
る
重
要
で
自
然
な
生
理
的
変
化
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
を
見
る
と
、
標
準
状
態
か
ら
ず
れ
た
と
い
う
判
断
に
よ
る
病
気
と
は
い
っ
た
い
何
か
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
こ
こ
に

は
、
内
的
な
生
理
的
調
節
に
基
づ
く
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
変
化
な
の
か
、
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
た
過
度
の
刺
激
が
生
ん
だ
慢
性
的
歪ゆ
が

み
な
の
か
と
い
う

問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。

も
し
、
こ
の
変
化
が
シ
マ
リ
ス
に
毎
年
起
こ
る
冬
眠
時
期
に
現
れ
た
な
ら
、
最
上
の
健
康
状
態
で
体
を
蘇
ら
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
冬
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眠
で
き
な
い
時
期
な
ら
、
体
に
何
ら
か
の
異
常
が
起
こ
り
致
命
的
な
病
気
が
進
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
冬
眠
の
真
実
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヒ
ト
で
も
長
期
的
な
固
有
の
リ
ズ
ム
が
作
り
出
さ
れ
、
内
的
な
調
節
に
よ
り
一
層
の
健

康
な
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
、
一
定
の
長
期
的
振
動
を
繰
り
返
す
Ｈ
Ｐ

（
注
２
）

に
類
似
し

た
分
子
が
わ
れ
わ
れ
の
体
内
に
も
存
在
し
て
い
る
は
ず
だ
し
、
自
然
の
中
で
の
四
季
の
変
化
が
五
感
を
通
し
て
脳
機
能
を
調
整
し
、
こ
の
リ
ズ
ム

を
さ
ら
に
増
幅
し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
け
っ
し
て
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
が
、
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
は
、
機
械
文
明
に
よ
り
一
年
を
通
し
て
変
化
の
な
い
一
定
し
た
人
工
環
境
を
作
り
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
の

生
活
で
は
、
こ
の
内
的
な
リ
ズ
ム
は
ま
す
ま
す
弱
体
化
し
、
消
失
の
一
途
を
�た
ど

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
物
語
る
よ
う
に
、
冬
眠
に

よ
っ
て
回
避
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
ヒ
ト
の
病
死
の
ト
ッ
プ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
日
々
増
加
し
続
け
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

体
内
で
概
年

（
注
３
）

リ
ズ
ム
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
物
質
が
そ
れ
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
作
ら
れ
た
リ
ズ
ム

を
体
全
体
へ
伝
え
る
信
号
物
質
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
こ
の
答
え
が
得
ら
れ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
リ
ズ
ム
を
作
り
出
し
、
強
化
す
る
方

法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
近
藤
宣
昭
著
『
冬
眠
の
�
を
解
く
』
に
基
づ
く
）

（
注
）
１
　
Ａ
Ｔ
Ｐ
…
…
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
と
い
う
、
細
胞
内
で
創
り
出
さ
れ
る
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
物
質
の
こ
と
。

２
　
Ｈ
Ｐ
…
…
冬
眠
特
異
的
タ
ン
パ
ク
質
（h

ib
ern
ation

-sp
ecific

p
rotein

）
と
呼
ば
れ
る
、
冬
眠
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
こ
と
。
筆
者

に
よ
る
シ
マ
リ
ス
の
冬
眠
実
験
で
発
見
さ
れ
た
。

３
　
概
年
リ
ズ
ム
…
…
一
年
の
周
期
で
起
こ
る
季
節
変
化
に
対
応
し
た
適
応
現
象
。
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問
一

傍
線
部
ア
「
そ
こ
で
働
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
と
あ
る
が
、「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」
の
役
割
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次

の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
最
も
重
要
な
役
割
は
季
節
の
感
知
で
あ
り
、生
命
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
冬
の
到
来
を
い
ち
早
く
察
知
し
て
冬
眠
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

食
物
不
足
に
よ
る
飢
餓
の
時
期
を
乗
り
越
え
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

２
　
最
も
重
要
な
役
割
は
脳
神
経
系
の
制
御
で
あ
り
、
脳
の
細
胞
に
対
す
る
支
配
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
冬
眠
時
の
生
命
活
動
の
ペ
ー

ス
配
分
を
適
正
化
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

３
　
最
も
重
要
な
役
割
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
の
調
整
で
あ
り
、
冬
眠
時
に
で
き
る
だ
け
体
外
放
出
を
減
ら
し
体
内
使
用
量
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

４
　
最
も
重
要
な
役
割
は
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
冬
眠
時
に
細
胞
が
仮
死
状
態
に
陥
る
こ
と
を
避
け
、
各
器
官
の
自
立
性
を
高

め
る
こ
と
で
、
細
胞
の
働
き
を
支
え
て
い
る
化
学
反
応
を
活
性
化
さ
せ
る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

問
二

傍
線
部
イ
「
相
対
す
る
二
つ
の
季
節
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
相
対
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次

の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
一
方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
三
七
℃
の
恒
温
状
態
で
あ
り
、
一
方
が
致
死
的
な
病
気
に
至
る
数
℃
の
低
温
状
態
で
あ
る
点
。

２
　
一
方
が
外
界
に
対
す
る
積
極
的
な
活
動
時
期
で
あ
り
、
一
方
が
自
身
の
内
省
を
目
的
と
し
た
休
息
時
期
で
あ
る
点
。

３
　
一
方
が
代
謝
の
高
速
処
理
が
可
能
な
段
階
で
あ
り
、
一
方
が
低
温
の
条
件
下
で
低
速
処
理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
点
。

４
　
一
方
が
外
部
に
開
か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
型
で
あ
り
、
一
方
が
閉
じ
ら
れ
た
内
部
循
環
型
で
あ
る
点
。
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問
三

傍
線
部
ウ
「
冬
眠
に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
れ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら

一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
通
常
時
に
は
見
ら
れ
な
い
体
内
変
化
が
、
冬
眠
状
態
に
入
る
と
は
っ
き
り
と
現
れ
る
と
い
う
こ
と
。

２
　
体
内
変
化
は
ふ
だ
ん
は
観
察
が
難
し
い
が
、
冬
眠
に
よ
っ
て
動
き
が
停
止
し
た
時
、
観
察
が
容
易
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

３
　
冬
眠
状
態
に
入
る
と
体
内
変
化
が
急
激
に
進
行
す
る
た
め
、
表
面
上
は
仮
死
状
態
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

４
　
体
内
の
変
化
は
、
ヒ
ト
を
含
む
冬
眠
で
き
な
い
哺
乳
類
で
は
自
覚
さ
れ
ず
に
隠
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

問
四

傍
線
部
エ
「
こ
れ
を
難
な
く
生
き
延
び
る
た
め
に
最
適
の
生
命
シ
ス
テ
ム
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
「
最
適
」
と
言
え
る
の
か
。
そ
の
理
由
と

し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
哺
乳
類
が
長
い
進
化
の
過
程
で
自
然
と
適
応
す
る
た
め
に
獲
得
し
て
き
た
高
度
で
複
雑
な
恒
温
シ
ス
テ
ム
が
、
厳
し
い
冬
の
自
然
環
境
下

で
の
自
立
を
可
能
に
す
る
か
ら
。

２
　
不
毛
の
冬
の
季
節
に
お
い
て
は
、
冬
眠
で
き
る
生
物
は
、
そ
の
危
機
の
時
期
を
体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

３
　
本
来
は
最
も
過
酷
な
環
境
で
あ
る
は
ず
の
冬
の
季
節
に
、
外
界
か
ら
遮
断
さ
れ
た
体
内
閉
鎖
系
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
量
が
倍
増
す
る
か
ら
。

４
　
異
常
低
温
に
よ
る
絶
滅
の
危
機
か
ら
生
物
を
護
り
生
命
を
維
持
し
て
き
た
の
は
、
安
定
し
た
人
工
環
境
の
創
出
に
力
を
注
い
で
き
た
人
類

の
努
力
で
あ
る
か
ら
。
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問
五

空
欄

〜

に
入
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を

記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
Ａ

見
よ
う
に
よ
っ
て
は
　
　
Ｂ

言
い
換
え
る
と
　
　
Ｃ

そ
う
す
れ
ば
　
　
　
　
Ｄ

だ
が

２
　
Ａ

し
か
し
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ

つ
ま
り
　
　
　
　
　
Ｃ

そ
う
し
な
い
と
　
　
　
Ｄ

そ
の
後

３
　
Ａ

一
見
す
る
と
　
　
　
　
　
Ｂ

し
か
し
　
　
　
　
　
Ｃ

そ
う
で
な
け
れ
ば
　
　
Ｄ

こ
の
よ
う
に

４
　
Ａ

た
し
か
に
　
　
　
　
　
　
Ｂ

と
こ
ろ
が
　
　
　
　
Ｃ

そ
う
だ
か
ら
こ
そ
　
　
Ｄ

結
果
と
し
て

問
六

傍
線
部
オ
「
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
点
を
指
し
て
「
貴
重
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切

な
も
の
を
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、

１
　
ヒ
ト
の
肥
満
や
鬱
状
態
、
食
欲
不
振
等
の
原
因
を
早
期
に
解
明
し
致
命
的
な
病
気
に
至
る
前
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
睡
眠
や
食
習
慣

の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
点
。

２
　
現
代
社
会
に
特
有
で
顕
著
な
病
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
鬱
病
や
代
謝
病
は
、
冬
眠
制
御
シ
ス
テ
ム
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
実
は

古
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
過
度
の
外
部
刺
激
が
生
ん
だ
慢
性
的
歪
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
点
。

３
　
肥
満
や
食
欲
不
振
の
よ
う
な
日
常
生
活
の
習
慣
病
は
、
安
易
に
考
え
て
対
応
を
誤
る
と
、
逆
に
病
気
に
陥
り
や
す
い
短
命
な
体
を
作
り
出

し
か
ね
な
い
と
い
う
点
。

４
　
従
来
、
標
準
状
態
か
ら
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
と
判
断
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
実
は
内
的
な
生
理
的
調
節
に
基
づ
く
リ
ズ
ミ
ッ

ク
な
変
化
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
、
改
め
て
病
気
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
。
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問
七

こ
の
文
章
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、

１
　
最
初
に
問
題
提
起
を
行
い
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
第
一
の
観
点
か
ら
具
体
的
事
実
を
挙
げ
て
解
説
し
て
い
る
。
次
に
、
同
じ
事
実
を
異
な

る
第
二
の
観
点
か
ら
説
明
し
、
そ
の
説
明
が
ヒ
ト
の
医
療
へ
応
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
病
気
に
対
す
る
認
識
そ

の
も
の
に
課
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
課
題
に
対
す
る
解
決
策
を
提
示
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。

２
　
ま
ず
論
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
二
つ
の
方
法
を
明
示
し
て
い
る
。
第
一
の
方
法
は
通
常
時
の
状
況
説
明
で
あ

り
、
第
二
の
方
法
は
非
常
時
の
事
例
の
提
示
で
あ
る
。
次
に
、
現
代
社
会
に
お
け
る
ヒ
ト
の
病
例
と
そ
の
治
療
法
を
詳
述
し
、
冬
眠
療
法
が

有
効
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
す
。
最
後
に
主
張
の
概
要
を
ま
と
め
、
発
展
的
な
話
題
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

３
　
ま
ず
問
題
提
起
を
行
い
、
二
つ
の
異
な
る
状
態
を
比
較
検
討
し
問
題
の
解
答
を
述
べ
て
い
る
。
次
に
、
ヒ
ト
の
医
療
に
お
け
る
低
体
温
治

療
等
へ
の
利
用
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
従
来
病
気
と
し
て
一
く
く
り
に
さ
れ
て
い
た
状
態
を
見
直
す
余
地
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
最

後
に
ヒ
ト
へ
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
可
能
性
を
指
摘
し
て
終
わ
っ
て
い
る
。

４
　
最
初
に
問
題
を
提
起
し
、
次
に
、
そ
の
解
答
を
導
く
た
め
に
二
つ
の
異
な
る
実
験
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
か
ら
、
提
起
さ

れ
た
問
題
に
対
す
る
解
答
の
一
部
を
述
べ
て
い
る
。
続
い
て
、
ヒ
ト
の
病
気
と
冬
眠
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
利
害
両
面
か
ら
想
定
さ
れ
る
仮

説
を
検
証
し
、
最
後
に
提
起
さ
れ
た
問
題
に
対
す
る
解
答
を
ま
と
め
、
予
想
さ
れ
る
反
論
に
応
え
て
終
わ
っ
て
い
る
。
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三

次
の
各
問
（
問
一
〜
問
七
）
を
読
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
に
従
っ
て
答
え
よ
。

問
一

次
の
Ａ
〜
Ｄ
の
各
問
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
と
、
そ
の
後
の
１
〜
４
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
が
同
じ
漢
字
と
な
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

Ａ

ム
カ
シ
の
出
来
事
を
思
い
出
す
。

Ｂ

企
業
の
合
ペ
イ
が
相
次
い
だ
。

１
　
セ
キ
別
の
情
を
表
し
た
詩
に
感
動
す
る
。

１
　
ヘ
イ
店
の
時
間
と
な
っ
た
。

２
　
金
融
改
革
は
一
朝
一
セ
キ
に
は
で
き
な
い
。

２
　
ヘ
イ
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

３
　
セ
キ
日
の
面
影
を
残
す
宿
場
町
を
歩
く
。

３
　
新
た
な
紙
ヘ
イ
を
発
行
す
る
。

４
　
セ
キ
貧
の
生
活
に
耐
え
る
。

４
　
保
育
施
設
が
ヘ
イ
設
さ
れ
た
。

Ｃ

ハ
タ
織
の
技
術
が
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
。

Ｄ

全
国
を
ア
ン
脚
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
。

１
　
キ
象
台
か
ら
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

１
　
コ
ウ
乙
つ
け
が
た
い
作
品
が
並
ぶ
。

２
　
キ
糸
の
輸
出
量
が
急
激
に
増
加
し
た
。

２
　
原
コ
ウ
の
執
筆
期
限
が
間
近
に
迫
る
。

３
　
ド
ル
が
キ
軸
通
貨
に
な
っ
て
い
る
。

３
　
歩
コ
ウ
者
に
気
を
つ
け
て
運
転
を
す
る
。

４
　
キ
密
文
書
の
管
理
を
厳
重
に
行
う
。

４
　
彼
の
コ
ウ
績
を
讃た
た

え
て
、
表
彰
状
を
贈
っ
た
。
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問
二

次
の
Ａ
〜
Ｄ
の
各
群
に
お
い
て
、
漢
字
の
読
み
方
（
カ
タ
カ
ナ
表
記
）
が
正
し
く
な
い
も
の
は
ど
れ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４
の
中
か
ら
一

つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

１
　
殊
更
（
コ
ト
サ
ラ
）

１
　
初
陣
（
ハ
ツ
ジ
ン
）

２
　
相
克
（
ソ
ウ
コ
ク
）

２
　
履
行
（
リ
コ
ウ
）

Ａ

３
　
法
被
（
ハ
ッ
ピ
）

Ｂ

３
　
帰
依
（
キ
エ
）

４
　
宰
相
（
サ
イ
ソ
ウ
）

４
　
深
奥
（
シ
ン
オ
ウ
）

１
　
反
物
（
タ
ン
モ
ノ
）

１
　
兵
糧
（
ヒ
ョ
ウ
リ
ョ
ウ
）

２
　
無
様
（
ム
ヨ
ウ
）

２
　
紺
青
（
コ
ン
ジ
ョ
ウ
）

Ｃ

３
　
醜
聞
（
シ
ュ
ウ
ブ
ン
）

Ｄ

３
　
功
徳
（
ク
ド
ク
）

４
　
双
肩
（
ソ
ウ
ケ
ン
）

４
　
煩
悩
（
ボ
ン
ノ
ウ
）

問
三

次
の
Ａ
〜
Ｄ
の

に
入
る
最
も
適
切
な
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

Ａ

茫
然
　
　
　
の
状
態
で
、
何
も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

１
　
自
若
　
　
　
　
２
　
事
由
　
　
　
　
３
　
自
失
　
　
　
　
４
　
喪
失

Ｂ

彼
の
発
言
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
明
明

だ
ろ
う
。

１
　
両
両
　
　
　
　
２
　
白
白
　
　
　
　
３
　
自
白
　
　
　
　
４
　
簡
潔

Ｃ

こ
の
温
泉
地
は
、

幽
谷
の
雰
囲
気
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

１
　
泰
山
　
　
　
　
２
　
白
山
　
　
　
　
３
　
連
山
　
　
　
　
４
　
深
山
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Ｄ

十
年

の
ご
と
き
生
活
に
は
飽
き
飽
き
し
た
。

１
　
不
変
　
　
　
　
２
　
一
日
　
　
　
　
３
　
一
過
　
　
　
　
４
　
安
泰

問
四

次
の
Ａ
〜
Ｄ
の
文
を
目
上
の
人
や
あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
に
対
し
て
用
い
る
場
合
に
、
最
も
適
切
な
表
現
は
ど
れ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４

の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

・
Ｄ

Ａ

お
客
様
、
今
、
カ
ー
ド
を
（
１
　
お
持
ち
し
て
い
ま
す
か
　
　
２
　
持
っ
て
お
り
ま
す
か
　
　
３
　
お
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
か
　

４
　
お
持
ち
さ
れ
て
い
ま
す
か
）。

Ｂ

こ
ち
ら
が
我
が
社
の
新
製
品
で
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
（
１
　
ご
拝
見
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
　
　
２
　
ご
覧
に
な
ら
れ
て
く
だ
さ
い
　
　

３
　
ご
覧
く
だ
さ
い
　
　
４
　
ご
拝
見
く
だ
さ
い
）。

Ｃ

昨
日
、
担
任
の
先
生
が
私
の
父
に
（
１
　
お
会
い
し
た
そ
う
で
す
　
　
２
　
お
目
に
か
か
っ
た
そ
う
で
す
　
　
３
　
お
会
い
に
な
っ
た

そ
う
で
す
　
　
４
　
お
目
に
か
か
ら
れ
た
そ
う
で
す
）。

Ｄ

先
日
は
た
い
へ
ん
結
構
な
広
島
の
（
１
　
銘
菓
　
　
２
　
駄
菓
　
　
３
　
粗
菓
　
　
４
　
菓
子
）
を
頂
戴だ

い

い
た
し
ま
し
て
、
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
五

次
の
Ａ
〜
Ｃ
の

に
入
る
漢
字
一
字
と
四
字
熟
語
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

Ａ

質
実

健

１
　
業
　
　
移
り
気
な
心
を
抑
制
し
、
現
実
的
に
判
断
す
る
こ
と
。

２
　
強
　
　
移
り
気
な
世
論
を
相
手
に
せ
ず
、
勝
手
に
決
め
て
し
ま
う
こ
と
。

33

32

31

30

29

28

27
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３
　
剛
　
　
飾
り
気
が
な
く
堅
実
で
、
強
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
。

４
　
豪
　
　
飾
り
気
が
な
く
豪
快
で
、
並
外
れ
た
度
胸
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

Ｂ

当
意

妙

１
　
速
　
　
そ
の
場
に
合
わ
せ
て
、
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
。

２
　
則
　
　
機
会
を
と
ら
え
て
、
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
。

３
　
息
　
　
機
会
を
と
ら
え
て
、
う
ま
く
機
転
を
き
か
せ
る
こ
と
。

４
　
即
　
　
そ
の
場
に
合
わ
せ
て
、
う
ま
く
機
転
を
き
か
せ
る
こ
と
。

Ｃ

天
衣

縫

１
　
務
　
　
性
格
や
行
動
が
事
務
的
で
真
心
が
な
い
さ
ま
。

２
　
無
　
　
性
格
や
行
動
が
飾
り
気
な
く
自
然
で
あ
る
さ
ま
。

３
　
夢
　
　
性
格
や
行
動
が
浮
つ
い
て
い
て
危
な
い
さ
ま
。

４
　
霧
　
　
性
格
や
行
動
が
湿
っ
ぽ
く
陰
の
あ
る
さ
ま
。

問
六

次
の
Ａ
〜
Ｃ
の
各
群
で
、
熟
語
の
構
成
の
仕
方
が
他
と
異
な
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記

入
せ
よ
。
解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

例
　
上
下
の
文
字
が
逆
の
意
味
を
表
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
善
悪

上
下
の
文
字
が
似
た
意
味
を
表
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
昇

上
の
文
字
が
動
詞
で
下
の
文
字
が
目
的
語
に
な
っ
て
い
る
も
の
…
…
…
読
書

36

35

34
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上
の
文
字
が
下
の
文
字
を
修
飾
し
て
い
る
も
の
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
山

Ａ

１
　
厚
情
　
　
２
　
終
業
　
　
３
　
馬
脚
　
　
４
　
名
品

Ｂ

１
　
首
尾
　
　
２
　
吉
兆
　
　
３
　
�て

ん

末ま
つ

４
　
任
免

Ｃ

１
　
昇
天
　
　
２
　
成
約
　
　
３
　
引
責
　
　
４
　
頻
発

問
七

次
の
Ａ
〜
Ｃ
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１
〜
４
の
中
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
記
入
せ
よ
。

解
答
番
号
は
、
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ

Ａ

二
つ
返
事

１
　
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
う
こ
と
。

２
　
上
の
空
で
適
当
な
返
事
を
す
る
こ
と
。

３
　
嫌
そ
う
に
し
ぶ
し
ぶ
引
き
受
け
る
こ
と
。

４
　
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
ぐ
に
承
諾
す
る
こ
と
。

Ｂ

口
さ
が
な
い

１
　
言
い
返
す
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
責
め
ら
れ
る
こ
と
。

２
　
口
う
る
さ
く
て
や
た
ら
に
言
い
ふ
ら
す
こ
と
。

３
　
口
数
が
少
な
く
て
元
気
が
な
い
こ
と
。

４
　
意
地
き
た
な
く
て
や
た
ら
に
も
の
を
食
べ
た
が
る
こ
と
。

39

38
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Ｃ

つ
つ
が
な
い

１
　
や
る
こ
と
に
無
駄
や
手
抜
か
り
が
な
い
こ
と
。

２
　
便
り
が
な
く
、
親
交
が
途
切
れ
る
こ
と
。

３
　
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
く
、
平
穏
無
事
で
あ
る
こ
と
。

４
　
他
に
方
法
が
な
く
、
そ
う
す
る
し
か
仕
方
が
な
い
こ
と
。

〔
国
語
の
問
題
は
以
上
で
す
。〕
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